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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、2026年４月30日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知
らせいたします。 

記 

●業績予想の修正について 

2027 年３月期第２四半期（中間期） 個別業績予想数値の修正（2026 年４月１日～2026 年９月 30 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
1 株 当 た り 

中 間 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 ( A ) 

百万円 

8,104 

百万円 

22 

百万円 

13 

百万円 

△18 

円 銭 

△4.03 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 8,187 △58 △52 △72 △16.32 

増 減 額 ( B - A ) 83 △80 △65 △54  

増 減 率 ( ％ ) 1.0 － － －  

(ご参考)前期第２四半期実績 

(2026 年３月期第２四半期) 
7,693 2 6 △29 △6.57 

 

修正の理由 

（１）当第２四半期（中間期）の業績予想 

 当第２四半期（中間期）の業績につきまして、中東情勢の影響による資源価格高騰やサプライチェーン全体のリードタ

イム延伸が顕在化するなか、特に内装建材事業における原価上昇が想定を上回ったことに加え、階段の新規事業にかかる

先行投資といった一時的な経費の増加も影響し、営業利益、経常利益、中間純利益いずれも当初予想を下回る見込みであ

りますので業績予想を修正するものであります。 

 

（２）通期の業績予想 

 通期の業績予想につきましては、依然として原材料価格の高止まりが事業採算の重荷となることが予想されますが、現

在取り組んでいる、追加の価格改定に加え、固定費及び人員配置の見直し、生産性の向上などの効果が顕在化してくると

思われ、2026年４月30日に公表しました予想から変更はありません。 

 今後の業績動向を踏まえ、業績予想の修正が必要となった場合には速やかに開示する予定です。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の

様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

以上 


